
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成２２年 4月 9日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： （１）黒竜江省鶏西市の鶏西層群城子河層から試料を採集し安定
炭素同位体比分析を実施し，高精度国際対比を行なった．（２）また，勃利市郊外の詳細層準

不明の鶏西層群について同様の分析を実施し，対比を確定した．（３）河北省冀北地区の下部

白亜系について，堆積学的研究を実施した．（４）吉林省延吉市周辺の下部白亜系より石灰質

団塊を収集し，同時代の大気二酸化炭素分圧を求めた．（５）重慶市に分布する下部ジュラ系

について層序学的調査を実施し，炭素同位体比曲線を作製した． 
 
研究成果の概要（英文）：(1) We obtained many additional samples from the Chengzihe 

Formation of the Jixi Group of Heilongjiang Province, increased many analytical results, 

and improved stratigraphic resolution for the international correlation. (2) We obtained 

analytical samples from the drilling core of the Jixi Group in Bolli City and made a stable 

carbon isotope analysis.  The result leads us to correlate the core with the lower 

Chengzihe Formation of the group. (3) We made stratigraphic research on the Dabeigou, 

Dadianzi, Siegayan, and Nantian Formations in Hebei Province. (4) We made 

sedimentological research on the Lower Cretaceous System in Yanji City, Jilin Province. We 

obtained the atmospheric pCO2 from the calcareous nodules of the lower Cretaceous. (5) 

We expanded our analytical methods to the Lower Jurassic in Chonqin City.  
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１．研究開始当初の背景 
(1) 蝦夷層群の炭素同位体層序は未完成であ

り，全層準について実施する必要があった．

(2) 中国の熱河層群及び相当層の国際対比は

ジュラ紀から白亜紀にまでおよび，全く定ま

っていなかった．(3) 蝦夷層群の後背地と推

定される中国の白亜紀の古環境は全く不明

であった． 

 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，白亜紀前弧海盆の地質学

的，古生物学的，古海洋学的情報を蝦夷層群

から得るとともに，その後背地・中国の古環

境情報を得ることにより，白亜紀の北東アジ

ア沿海地域の古環境とその変動、ならびに古

生物への影響を明らかにしようというもの

である． 
 
３．研究の方法 
 複数セクションについて，化石層序と同位

体層序による国際対比を完成させ，分解能を

向上させるとともに古海洋環境の変動を炭

素同位体比及び化石層序の観点から解析す

る．各セクションにはシーケンス層序のデー

タも併記し，堆積学的にも比較し，海陸の環

境変動のお互いに与えた影響を明らかにす

る． 
 
４．研究成果 

 （1）城子河層からより多くの炭素同位体

比分析試料数を得て，より高分解能の国際対

比を可能とした．また，ロックエバル分析に

加えて炭素・水素原子比を求めることにより，

熟成度，あるいは変成度に関わる試料の信頼

性について，より精度の高い結果を得ること

が出来た．この成果は，中国古生物学会 85

周年記念学術大会で，招待講演として実った．

（2）勃利市の層序試錐は城子河層という想

定でなされたが，精確な層序的位置，範囲は

全く不明で，炭素同位体比の変動曲線に基づ

く国際対比がほぼ唯一の対比法であった．試

料は変成度，熟成度の上から問題はなく，含

有炭化水素は陸上高等植物で，炭素同位体比

を得ることの出来るだけの全有機炭素含有

量を示した．そこで炭素同位体比を分析して

国際対比を行なった．試錐は黒竜江省の公的

事業で実施したので，この結果の第 1回目の

詳細報告は同省の担当官と連名でのみ行な

い，ここには記述しない．（3）河北省の熱

河層群相当層について，特に古土壌の解析を

行ない，古気候を復元した． (4) 吉林省延吉

市周辺の白亜系の試料を採集し，ビジュア

ル・ケロジェン組成を調べた後，同一層準の

同位体比の側方への変異を調べた．併せて，

ケロジェンの比重選別法に改良を加え，実用

上の良い結果を得た． 

(5) 重慶市内に分布するジュラ系について，

熱河層群相当層との同位体比特性などを比

較研究中である．すなわち，陸成層の炭素同

位体層序を解明するにあたって直面する，層

相解析から得られる情報，ケロジェンの組成

の変異，得られる炭素同位体比の信頼度を解

明する為に，特にジュラ系にまで対象を拡大

した．また，石灰質団塊を用いて大気二酸化

炭素分圧を求めた． 
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